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 要 約  
 　近年，全国各地で確認されている外来種のツヤハダゴマダラカミキリについて，愛知県豊田市内のヤナギ類を対

象に生息状況を調査した．矢作川の河川敷に作られた公園や矢作川の中洲など８地点のうち，５地点で本種成虫が

捕獲され，脱出孔や産卵痕も確認された．中には，産卵痕から若齢幼虫のフラスが出ている樹や，少なくとも

2021 年以前に付けられたとみられる産卵痕なども含まれていた．これらの結果から，本種はヤナギ類を寄主とし

て定着している可能性が高いと考えられた．矢作川には河川敷などの堤外地にヤナギ類がまとまって繁茂する場所

が調査地のほかにも点在している．今後，分布域が拡大すると，人目に付きにくいこれらの場所が発生源になる危

険があり，早急な対策が必要と考えられた． 

  キーワード ：外来カミキリムシ，街路樹，河川敷，分布拡大 

 はじめに 

 　ツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis
 （Motschulsky, 1853）は，中華人民共和国の東部から朝

鮮半島北部を原産地とする，カミキリムシ科フトカミキ

リ亜科のカミキリムシである（槇原，2000）（ 図１ ― A ）．
本種はカエデ科やトチノキ科，ヤナギ科，ニレ科など少

なくとも 13 科の広葉樹に寄生し，幼虫が樹木内に食い

入って食害するため，樹勢の低下や枯死などの問題を引

き起こす（農林水産省ほか，2005）．街路樹の場合，樹

の高い場所の幹が枯死すると，折れて落下することによ

る人的被害も懸念される．原産地の中華人民共和国では

1980 年代以降，分布域が拡大して栽植されたポプラに

大きな被害が生じた（Haack et al., 2010）．さらに，

1996 年には北アメリカ，2001 年にはヨーロッパに侵入

し，その後，分布域を拡げながらカエデやポプラなどに

甚大な被害を引き起こしている（Haack et al., 2010；
Javal et al., 2019）．急激な分布域の拡大は，本種が寄

生した木材で作られた輸送用のこん包材に幼虫等が潜ん

でおり，それらが物流によって拡散したことに起因する

と考えられている（Haack et al., 2010）．このような事

態を受け，国際自然保護連合（IUCN）は「世界の侵略

的外来種ワースト 100」に選出し（Global Invasive 

Species Database, 2022），分布の拡大防止を促してい

る． 
 　日本では，2002 年に神奈川県横浜市内で発見された

ものの，この時は発生した範囲が限られていたため，被

害樹への薬剤処理あるいは伐採・焼却処理によって根絶

されている（高橋・伊藤，2005）．しかし，2020 年に兵

庫県神戸市東灘区六甲アイランドのアキニレで複数個体

が見つかり（秋田ほか，2021），その後，茨城県つくば

市や石岡市，小美玉市（西浦ほか，2021；佐々木，

2022），福島県白河市（佐藤・西浦，2021），宮城県仙台

市（柳ほか，2021），愛知県名古屋市や岡崎市，豊田市，

みよし市，瀬戸市（金田・城殿，2021；長谷川ほか，

2022）など，本州の８県 24 市町で発生していることが

明らかになっている（文部科学省事務連絡，2022；長谷

川ほか，2022；佐々木，2022）．豊田市では，2021 年に

市内各地の公園や国道沿いの街路樹等で成虫や被害樹が

確認されており，定着と分布の拡大が懸念されている（金

田・城殿，2021；長谷川ほか，2022）． 
 　国内で本種の発生が確認されている樹種は，ほとんど

が街路樹として栽植されたアキニレである．一部地域で

はトチノキやカツラ，ソメイヨシノ，ヤナギ類などでも

成虫や被害樹が見つかっており，これらへの寄生が示唆

されている（佐藤・西浦，2021；柳ほか，2021；佐々木，
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2022）．本種の寄主植物とされているカエデ科やトチノ

キ科，ヤナギ科，ニレ科などの広葉樹は，国内に広く自

生しているだけでなく，全国で街路樹や造園樹としても

利用されている（農林水産省ほか，2005）．また，本種

に近縁の在来種であるゴマダラカミキリ  Anoplophora 
malasiaca （Thomson, 1865）（ 図 1 ― B ）は，寄主植物の

一部がツヤハダゴマダラカミキリと同じであり，形態だ

けでなく生態も似ていると考えられる．ゴマダラカミキ

リが国内に広く生息していることを考えると，ツヤハダ

ゴマダラカミキリはすでに様々な樹種に定着して分布域

を拡大している可能性がある． 
 　ツヤハダゴマダラカミキリの寄主となる樹種のうち，

ヤナギ類は豊田市内を流れる河川の河川敷などに自生し

ており，特に矢作川にはまとまって繁茂している場所が

点在している．そこで，おもに矢作川河川敷の公園に自

生あるいは植栽されたヤナギ類を対象として，外来種の

ツヤハダゴマダラカミキリと在来種のゴマダラカミキリ

の生息状況を調査したので，その結果を報告する． 

 調査地と方法 

 　調査は，ヤナギ類が自生あるいは栽植されている場所

のうち，調査を実施しやすい矢作川河畔に作られた公園

４地点と矢作川の中洲，竹村新池，初音川ビオトープ，

図１　豊田市内で捕獲したツヤハダゴマダラカミキリとゴマダラカミキリ（いずれもオス）．

A： ツヤハダゴマダラカミキリ：2022 年８月４日豊田市荒井町（荒井公園）にて採集．

B： ゴマダラカミキリ：2022年８月４日豊田市幸海町にて採集（本稿の調査地とは別の場所で採集されたもの）．

C： ツヤハダゴマダラカミキリの前胸背と上翅基部．前胸背に２つの白紋が無く，上翅基部に顆粒状突起と白

紋がない．

D： ゴマダラカミキリの前胸背と上翅基部．前胸背に２つの白紋があり，上翅基部に顆粒状突起と白紋がある．

図２　調査地の位置．

●（a-h）は調査地の位置を示す．a：古鼡水辺公園（扶桑町），b：

矢作川の中州（右岸側，越戸公園横，平戸橋町），c：荒井公園（平

成記念橋上流側，荒井町），d：荒井公園（平成記念橋下流側，荒

井町），e：御立公園（森町），f：竹村新池（住吉町），g：初音川

ビオトープ（中町），h：逢妻女川の河畔（左岸側，高岡公園横，

中田町）．調査地の状況は図３を参照のこと．
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逢妻女川の河畔の計８地点で，2022 年８月に実施した

（ 図２，図３ ）． 
 　それぞれの調査地でヤナギ類を無作為に 4 ～ 12 本抽

出し，まず，樹全体を見回して成虫の有無を確認した．

成虫がいた場合は捕虫網で捕獲して持ち帰り，槇原

（2009）の検索表（前胸背の２つの白紋の有無，上翅基

部の顆粒状突起と白斑の有無）に基づき同定した（ 図
１ ― C, D ）．次に，地際から高さ５ m 程度までの範囲で

脱出孔と産卵痕およびフラス（ 図４ ）の有無を調査した．

低いところは肉眼で，高いところは双眼鏡を使用して，

目視により行った． 

 結果 

 　調査の結果を表１に示す．８地点の調査地のうち，古

鼡水辺公園（a），矢作川の中洲（b），荒井公園（平成記

図３　調査地の状況．

a：古鼡水辺公園，b：矢作川の中州（右岸側，越戸公園横），c：荒井公園（平成記念橋上流側），d：荒井公園（平成記念橋下流側），

e：御立公園，f：竹村新池，g：初音川ビオトープ，h：逢妻女川の河畔（左岸側，高岡公園横）．

図４　脱出孔と産卵痕およびフラス．

A ：産卵痕（幹にすり鉢状のかみ傷を付けて１個ずつ産卵した痕）．古鼡水辺公園で撮影（2022 年８月 10 日）

B ：脱出孔（樹内で羽化した成虫が樹から脱出するときに開けた孔，直径約１cm）．古鼡水辺公園で撮影（2022 年８月 10 日）

C ：フラス（樹内に食い入った幼虫による木屑状の排出物）．御立公園で撮影（2022 年８月 10 日）
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念橋上流側）（c），竹村新池（f），初音川ビオトープ（g）

の５地点でツヤハダゴマダラカミキリの成虫を捕獲し

た．中には交尾中のペアや産卵のために幹をかじるメス

個体も観察された（ 図５ ）．一方，在来種であるゴマダ

ラカミキリは，１個体も確認することができなかった． 
 　脱出孔が確認された樹の割合は，荒井公園（平成記念

橋下流側）（d），御立公園（e），竹村新池（f）の 3 地点

で 100％，初音川ビオトープ（g）で 67％と高く，古鼡

水辺公園（a）と矢作川の中洲（b）はそれぞれ 25％，

20％と低い傾向を示した．一方，荒井公園（平成記念橋

の上流側）（ c ）と逢妻女川の河畔（ h ）では脱出孔が確認

されなかった．また，初音川ビオトープ（ g ）と御立公

園（ e ）では，組織の再生によって塞がりつつある脱出

孔（ 図６ ）が確認された． 
 　産卵痕が確認された樹の割合は，逢妻女川の河畔（ h ）
を除く７地点で 67 ― 100％となり，高い傾向を示した．

表１　各調査地におけるツヤハダゴマダラカミキリとゴマダラカミキリの確認状況．

地点

記号
調査地 調査日

調査

樹数

成虫の捕獲数1） 確認された樹の割合（樹数）

ツヤハダ ゴマダラ 脱出孔 産卵痕 フラス

a 古鼡水辺公園（扶桑町）  8月10日 12本  3 0  25％ （3本）  67％ （8本） 17％ （2本）

b 矢作川の中洲（越戸公園横，平戸橋町）  8月 3日 10本  5 0  20％ （2本）  80％ （8本） 90％ （9本）

c 荒井公園（平成記念橋の上流側，荒井町）  8月 4日  6本 14 0   0％ （0本） 100％ （6本） 17％ （1本）

d 荒井公園（平成記念橋の下流側，荒井町）  8月26日  4本  0 0 100％ （4本） 100％ （4本） 25％ （1本）

e 御立公園（森町）  8月10日  5本  0 0 100％ （5本） 100％ （5本） 80％ （4本）

f 竹村新池（住吉町）  8月16日  6本  1 0 100％ （6本）  67％ （4本） 17％ （1本）

g 初音川ビオトープ（中町）  8月16日  6本  5 0  67％ （4本）  67％ （4本） 67％ （4本）

h 逢妻女川の河畔（高岡公園横，中田町）  8月 2日  8本  0 0   0％ （0本）   0％ （0本） 13％ （1本）

１）調査した樹で捕獲した成虫の合計数を示す．また「ツヤハダ」はツヤハダゴマダラカミキリ，「ゴマダラ」はゴマダラカミキリを示す．

図５　 交尾中のペア（ A）および産卵のために幹

をかじるメス個体（ B）．

A ： 初音川ビオトープで撮影（2022 年８月７日）

B ： 荒井公園（平成記念橋上流側）で撮影（2022 年８

月４日）

図６　組織の再生によって塞がりつつある脱出孔．

御立公園で撮影（2022 年８月 10 日）

図７　新しく付けられた複数の産卵痕．

荒井公園（平成記念橋上流側）で撮影（2022 年８月４日）
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これらの調査地では，一部に産卵痕が集中している幹（ 図
７ ）が複数確認された．一方，逢妻女川の河畔（ h ）で

は産卵痕が確認されなかった．また，荒井公園（平成記

念橋下流側）（ d ）や御立公園（ e ）では，折れて落ちた

幹に少なくとも 2021 年以前に付けられたとみられる産

卵痕（ 図８ ）も確認された． 
 　フラスが確認された樹の割合は，初音川ビオトープ

（ g ），御立公園（ e ），矢作川の中洲（ b ）で 67 ― 90％となり，

高い傾向を示した．他の調査地では 13 ― 25％と低かった

ものの，全ての地点でフラスが確認された．また，御立

公園（ e ）では，複数の産卵痕から若齢幼虫によるフラ

スが出ている樹も見つかった（ 図９ ）． 

 考察 

 ヤナギ類での定着の可能性 

 　長谷川ほか（2022）によると，豊田市内では久保町～

元城町，日之出町～挙母町，荒井町，八草町，渡刈町，

西山町，千石町，畝部東町でツヤハダゴマダラカミキリ

の成虫が確認されている．このうち，脱出孔やフラスな

どで加害が確認された樹は全て街路樹のアキニレであっ

た．  今回，ヤナギ類に着目して調査を行った結果，古鼡

水辺公園（扶桑町），矢作川の中洲（平戸橋町），荒井公

園（平成記念橋上流側，荒井町），竹村新池（住吉町），

初音川ビオトープ（中町）の５地点でツヤハダゴマダラ

カミキリの成虫が捕獲され，このうち４地点は市内での

初記録となった．

　これら５地点のうち，荒井公園（平成記念橋上流側）

を除く４地点では，ツヤハダゴマダラカミキリの成虫と

ともに，脱出孔や産卵痕およびフラスが確認された．近

縁の在来種であるゴマダラカミキリは，産卵痕や脱出孔

が地際から高さ 50 cm までの範囲内に集中することが

柑橘やナシでの調査で明らかにされている（青野・村越，

1980；三富ほか；1990）．本調査では，2 m を超える高

さでも脱出孔や産卵痕を確認しており（ 図７ ），ゴマダ

ラカミキリの成虫は全く確認できていないことから，そ

のほとんどはツヤハダゴマダラカミキリによるものと考

えられる．また，今回の調査では，本種メス成虫が幹を

かじっている様子（ 図 5 ― B ）や複数の産卵痕から若齢幼

虫によるフラスが出ている樹（ 図９ ）も確認している．

同様の事例は，霞ヶ浦湖岸沿いのヤナギ類でも報告され

ており（佐々木，2022），本種がヤナギ類を寄主として

定着している可能性は極めて高い． 

 分布拡大の可能性 

 　本調査では，荒井公園（平成記念橋下流側，荒井町）

や御立公園（森町）で少なくとも 2021 年以前に付けら

れたとみられる産卵痕（ 図８ ）が見つかり，御立公園と

初音川ビオトープでは脱出後少なくとも１年は経過して

塞がりつつある脱出孔（ 図６ ）も確認された．前述の考

察と合わせると，2021 年以前には，すでに矢作川河畔

や初音川ビオトープにツヤハダゴマダラカミキリが侵入

し，ヤナギ類を寄主として定着していたと考えられる．

また，荒井公園（平成記念橋上流側）では，調査した８

本の樹すべてで脱出孔が見つからなかったにもかかわら

ず，成虫と産卵痕が確認された．これは，他の場所で羽

化した成虫が飛来して産卵したことを意味しており，分

図９　 複数の産卵痕から若齢幼虫によるフ

ラスが出ている樹．

御立公園で撮影（2022 年８月 10 日）

図８　 少なくとも 2021 年以前に付けられたとみられ

る産卵痕．

御立公園で撮影（2022 年８月 10 日）
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布域を拡大しつつある現状を示していると言えるだろ

う． 
 　今回の調査地の中で，逢妻女川の河畔（中町）では，

成虫，産卵痕，脱出孔のいずれも確認されなかった．こ

の場所は，成虫の確認地点で最も近い初音川ビオトープ

から直線で約 4.7 km 離れていることから，まだ侵入で

きていない状況にあると推測される．しかし，他の７地

点では，産卵痕が確認された樹の割合が 67―100％と高

い傾向を示している．これらのほとんどがツヤハダゴマ

ダラカミキリによるものとすれば，次年度以降，多くの

成虫が羽化・分散する可能性がある．今後，逢妻女川の

河畔のような未発生地に対して，急激に分布域を拡大し

ていくことが懸念される． 

 おわりに 

 　矢作川には河川敷などの堤外地にヤナギ類がまとまっ

て繁茂する場所が調査地のほかにも点在している．今後，

ツヤハダゴマダラカミキリが分布域を拡大していくと，

人目に付きにくいこれらの場所が発生源になってしまう

危険がある．また，これらのヤナギ類が枯死すると増水

時に流木となり，治水上も問題になる可能性が高い．今

後，広域での生息調査を行って，分布状況や寄生してい

る樹種等を把握すると同時に，現時点で発生が確認され

ている場所での駆除や未発生地での防御策など，早急に

対策を講じる必要がある． 
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